
様式１

令和４年４月１日現在

5 分団

0 分団

0 隊

12 部

20 班

120 人

103 人

96 人

7 人

103 人

0 人

0 人

0 人

8 人

0 人

8 人

1 人

1 人

2 人

92 人

4 台

1 台

5 台

1 台

0 台

年額 36,500 円

年額 36,500 円

8,000 円

8,000 円

※１：「消防団の組織概要等の調査」による

※３：詳しくは、各市町村等のホームページ等を参照。

消　防　団　の　組　織　概　要

0136-51-2900

都道府県名 北海道
所在地

〒 048-1301

市町村名 蘭越町 北海道磯谷郡蘭越町蘭越町244番地4

消防団事務所管 羊蹄山ろく消防組合消防署蘭越支署 電話番号（直通） 0136-57-5010 FAX

消防団名 蘭越消防団 メールアドレス rankoshi-fs119@yotei-fd.jp

組
織

分団数 ホームページURL https://www.yotei-fd.jp

うち機能別分団数
SNSアカウント

方面隊数

部数 消防団活動事例・
PR等班数

団
員
数

条例定数 　羊蹄山ろく消防組合蘭越消防団の組織概要は本団、蘭越、昆布、目名、名駒、港
分団の5分団、条例定数120名（実員103名内女性団員7名）で構成され、装備は水
槽付き消防ポンプ車1台、ポンプ車4台、小型動力ポンプ積載車5台を運用していま
す。
　主な活動として、火災、水害、捜索等の災害活動のほか、一般世帯、高齢者世帯
を対象とした防火査察、消防後援会と協力した火災予防街頭啓発などを行い、地
域住民への広報活動をしています。
　また、町内を流れる尻別川の氾濫など、過去に幾度となく洪水による災害を経験
しており、毎年、蘭越町主催の蘭越町水防工法実技訓練に参加し、水防工法技術
の向上を図っています。更に蘭越町は原発ＵＰＺ圏内にあるため、北海道原子力
防災訓練、蘭越町地震津波避難訓練等に参加し、関係機関との連携、住民の避
難誘導訓練を行い、災害から地域住民の生命、財産を守るため、恒に備えた活動
をしています。

実員数

男性団員数

女性団員数

基本団員数

大規模災害団員数

その他の機能別団員数

職
業
構
成
別
団
員
数

国家公務員

地方公務員

都道府県職員

市区町村等職員

特殊法人等公務員に準ずる職員

農協職員

日本郵政グループ

その他

ポ
ン
プ

普通消防ポンプ自動車

水槽付消防ポンプ自動車

小
型
動
力

ポ
ン
プ

小型動力ポンプ付積載車

小型動力ポンプ（車両に積載していないもの）

手引き動力ポンプ

※２：出動報酬について、一日あたりの報酬の額を定めている場合はその額を記載している。
　　　 もっとも、報酬の額は、出動区分（火災、風水害、警戒、訓練等）や支給単位（出動１日あたり、○時間あたりなど）が市町村等によって異なること
　　　 から、年額で○円や一定時間以上で○円等の定め方をしている場合は「☆」、災害出動に関する報酬の額について定めがない場合は「-」 と記載。

年
額
報
酬

報酬額（階級：団員）

（参考）交付税単価（階級：団員）

出
動
報
酬

火災

風水害等の災害


